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教育の新七い教授法を説明する2 本学の経営学部でも1 年次と2 年次とで週2 回以上の語学およ










うちは、1 週間に2 頁の翻訳はできなかったようだが、提出の回数を重ねるに連れて、2 頁の翻訳
作業は困難ではなくなってきたムこの間、論者（担当教員）は質問には答えるが、添削指導はしな






























































































From （De ）one（une)experienceof （de）three（trois)generationsas（comme)tissueatfirst （premier ）and
（et）
仕立てafter, 生まれる（nait）"BottaandB", 商店 クーネオのwhich （que ）proposes
服ofhigh （haut）quality（qualite）withthe （le） シa ウイ ンド ーwhich （que ）itself 見せ
るatthe （ale ） 門（porte）ofthecentre 歴史的な ，infrontofthegrand （広い） 広



















































































































⑧ 教育期間は3 ヶ月程度が必要となる。2 週間とか3 週間程度のカリキュラムも考えることは出
来るが、協同研究的なものは難しいだろう。







② 汎用的な英語力 ではなく、特定の領域の仕事（professionalarea ）に従事しながら英語を学ぶ方
式 が有効である。たとえば、3 ヶ月 もしくは6 ヶ月、もしくは1 年間をK マート等の職場で働きな
がら英語を学 ぶ。この間、教員 が適切に指導する体制 とな ってい る。たとえば、週のうちの1 日は
大学で学び4 日は職場 で働 く形 が典型的 であ る。 このた めには、workingoccupationa トtrainingvisa
が活用 できる。Vocational （職業場の）EducationTraining なので、給料ぱ得られない。






























































































⑥ この6 月にCQU を卒業した日本人の水上さんも昼食に招かれていた。きれいな英語を話し、
大人の中に入っても、対等に話すところにびっくりした。これが、「大人になって帰ってくる」と言
うことだな、と、感心した。
⑦ この4 月に九州女学院（高校）30を卒業し、CQU の語学スクールに入校し、この9 月から大学
に入学したYoshiOGATA さんの話を聞いた。語学学校の特色を次のように捉えていた。















かII ！I 」。この会話でも分かるとおり、日本では英語を使 うのは普通ではない とみなさ れてい
るようだ。そ うした意味で、高校 までの英語を根本的に直す必要があ るかもしれない。そのために
乱 大学入試 のための「受験英語」を追放して 「。実用英語」に きりかえることが望 ましい。
その後の英語での打ち合わせの中で「エガリテ」とい う単語が出てきた。その席にいた発言者以
外の全員は ハテナ ？とい う顔 つきをし た。私は前後 の関 係から 、平等を 意味す るフ ランス語のegalite
と 理 解 し て 、［ そ れ はequality の フ ラ ン ス 語 で す ね ］ と 言 っ た 。 こ こ で もYoshi は



































































































のは論者が修正したところだけだった。 とい うことは、フランス語の初学者である論者 の語学力より、翻
訳ソフトの能力 の方が高かったことを意味する。22http://www.altavista.digital.com/23
論者は2 頁ずつを主張したが、フランス語の教員 は、学生の力では1 パラグラフが限度といって、譲らな
かった。フランス語の教員は正確に翻訳することを期待しているのに対して、論者は簡単な文章を大量に
翻訳することが重要と考えている、その差が翻訳の量に反映されたと考えられる。24
たとえば、第1 週はフランスのファッシ3 ン、第2 週はシャンゼリゼ、第3 週はフランスワイン、と言っ
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